
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2016 年３月 15 日 第 59 号 

号 

 

十三中学校では毎月第 2木曜日（学校行事により変更あり）に「朝の読み聞かせ」をおこなっ

ています。『中学生にもなると読み聞かせは必要ないのでは？』と感じる方もいらっしゃるかも

知れませんが読んで頂く作品は読み手の方によって様ざまです。絵本だけでなく、小説、詩集、

古典、新聞記事、日本各地の民話や大阪の昔話を“姿語り”して下さるメンバーもいらっしゃい

ます。ボランティアさんはこの朝の 10分間のために作品を選び、練習をし、お仕事やお家の事な

ど色々な都合をつけて時間を作ってくださっています。本を選ぶ際も「興味を持ってくれたら」

「違いを認め合う力を育てて欲しい」など、たくさんの想いや願いを込めて選んで下さっている

そうです。私たち地域コーディネーターは、読み聞かせという時間を通して、皆さんが少しでも

物語の世界に親しみを感じ、社会に関心を持ってもらいたい。という思いと同時に、地域の方々

の優しい気持ちが皆さんに伝わってくれれば、という願いを込めて、この 2年間見守ってきまし

た。元気アップからの読み聞かせは 3月 10 日で終了となりましたが、この読み聞かせの 10分間

が皆さんの心の中で何かの入口となってくれれば嬉しいです。最後に元気アップでは、読み聞か

せ終了後に読み手の方から感想をいただいています。その中で一番多かった言葉を贈ります。「静

かに聞いてくれました。ありがとう」 
 4 月からは中学生活最後の年です。3年生も頑張ってください♪  
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２年生の「朝の読み聞かせ」が終了しました 

 

元気アップ通信 
 

 
裏面につづきます 

 

 
今朝の新聞や、 

新聞切り抜きなど 

 

２２２年年年生生生   

特特特別別別号号号   

 

  

 

 

 

 

 

   

 

 



 

 

 

現 2年生が、平成 26年度 4月～平成28年 3月までに読み聞かせをして頂いたリストです。 どんな作品やお話が、心に残っているでしょうか？ 

 

 


